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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月10日(2013.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムにおけるユーザ装置（ＵＥ）によりＮ個の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ
）に亘って受信確認信号を転送する方法であって、Ｎは１より大きく、前記受信確認信号
は前記ＵＥがｎ番目のＴＴＩで受信したデータパケットに応答し、前記ＵＥは以前の｛ｎ
－１、ｎ－２、．．．、ｎ－Ｎ＋１｝ＴＴＩでデータパケットを受信せず、前記受信確認
信号転送の第１のＴＴＩはｎ＋Ｑ番目のＴＴＩであり、
　｛ｎ＋Ｑ、．．．、ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで前記受信確認信号を転送するステップと
、
　｛ｎ＋１、．．．、ｎ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで受信されたデータパケットに応答して受信確
認信号を転送しないステップと、
を含むことを特徴とする受信確認信号転送方法。
【請求項２】
　前記データパケットは、スケジューリング割り当てに応答して受信されることを特徴と
する請求項１に記載の受信確認信号転送方法。
【請求項３】
　前記データパケットは、周期的に受信されることを特徴とする請求項１に記載の受信確
認信号転送方法。
【請求項４】
　通信システムにおけるユーザ装置（ＵＥ）によりＮ個の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ
）に亘って受信確認信号を転送する方法であって、Ｎは１より大きく、前記受信確認信号
は前記ＵＥがｎ番目のＴＴＩで受信したデータパケットに応答し、前記ＵＥは以前の｛ｎ
－１、ｎ－２、．．．、ｎ－Ｎ＋１｝ＴＴＩでデータパケットを受信せず、前記受信確認
信号転送の第１のＴＴＩはｎ＋Ｑ番目のＴＴＩであり、
　｛ｎ＋Ｑ、．．．、ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで前記受信確認信号を転送するステップと
、
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　前記｛ｎ＋Ｑ、．．．、ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで非受信確認信号を転送しないステッ
プと、
を含むことを特徴とする受信確認信号転送方法。
【請求項５】
　前記非受信確認信号は、データ信号であることを特徴とする請求項４に記載の受信確認
信号転送方法。
【請求項６】
　前記非受信確認信号は、制御信号であることを特徴とする請求項４に記載の受信確認信
号転送方法。
【請求項７】
　前記制御信号は、チャンネル品質表示信号、ランク表示器信号、及びスケジューリング
要請信号のうち、少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項６に記載の受信確認信号
転送方法。
【請求項８】
　前記データパケットは、スケジューリング割り当てに応答して受信されることを特徴と
する請求項４に記載の受信確認信号転送方法。
【請求項９】
　前記データパケットは、周期的に受信されることを特徴とする請求項４に記載の受信確
認信号転送方法。
【請求項１０】
　通信システムにおけるユーザ装置（ＵＥ）によりＮ個の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ
）に亘って受信確認信号を転送する装置であって、Ｎは１より大きく、前記受信確認信号
は前記ＵＥがｎ番目のＴＴＩで受信したデータパケットに応答し、前記ＵＥは以前の｛ｎ
－１、ｎ－２、．．．、ｎ－Ｎ＋１｝ＴＴＩでデータパケットを受信せず、前記受信確認
信号転送の第１のＴＴＩはｎ＋Ｑ番目のＴＴＩであり、
　｛ｎ＋Ｑ、．．．、ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで前記受信確認信号を転送し、｛ｎ＋１、
．．．、ｎ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで受信されたデータパケットに応答して受信確認信号を転送
しない送信機ユニットを含むことを特徴とする受信確認信号転送装置。
【請求項１１】
　前記データパケットは、スケジューリング割り当てに応答して受信されることを特徴と
する請求項１０に記載の受信確認信号転送装置。
【請求項１２】
　前記データパケットは、周期的に受信されることを特徴とする請求項１０に記載の受信
確認信号転送装置。
【請求項１３】
　通信システムにおけるユーザ装置（ＵＥ）によりＮ個の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ
）に亘って受信確認信号を転送する装置であって、Ｎは１より大きく、前記受信確認信号
は前記ＵＥがｎ番目のＴＴＩで受信したデータパケットに応答し、前記ＵＥは以前の｛ｎ
－１、ｎ－２、．．．、ｎ－Ｎ＋１｝ＴＴＩでデータパケットを受信せず、前記受信確認
信号転送の第１のＴＴＩはｎ＋Ｑ番目のＴＴＩであり、
　｛ｎ＋Ｑ、．．．、ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで前記受信確認信号を転送し、前記｛ｎ＋
Ｑ、．．．、ｎ＋Ｑ＋Ｎ－１｝ＴＴＩで非受信確認信号を転送しない送信機ユニットを含
むことを特徴とする受信確認信号転送装置。
【請求項１４】
　前記非受信確認信号は、データ信号であることを特徴とする請求項１３に記載の受信確
認信号転送装置。
【請求項１５】
　前記非受信確認信号は、制御信号であることを特徴とする請求項１３に記載の受信確認
信号転送装置。
【請求項１６】
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　前記制御信号は、チャンネル品質表示信号、ランク表示器信号、及びスケジューリング
要請信号のうち、少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１５に記載の受信確認信
号転送装置。
【請求項１７】
　前記データパケットは、スケジューリング割り当てに応答して受信されることを特徴と
する請求項１３に記載の受信確認信号転送装置。
【請求項１８】
　前記データパケットは、周期的に受信されることを特徴とする請求項１３に記載の受信
確認信号転送装置。
【請求項１９】
　通信システムにおける周期的な転送による第１信号と非周期的な転送による第２信号と
を転送する装置であって、前記第１信号及び第２信号は少なくとも２つの連続的な転送時
間間隔（ＴＴＩ）に亘って転送され、
　前記第１信号または第２信号を転送するように選択する選択器ユニットと、
　前記選択器ユニットが前記第１信号を転送するように選択した時に、前記少なくとも２
つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで第１リソースを用いて前記第１信号を転送し
、前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第２のＴＴＩで第１リソースを用いて前
記第１信号を再転送し、前記選択器ユニットが前記第２信号を選択する時に、前記少なく
とも２つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで第３リソースを用いて前記第２信号を
転送し、前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第２のＴＴＩで第４リソースを用
いて前記第２信号を転送する送信機ユニットと、
を含むことを特徴とする転送装置。
【請求項２０】
　前記第１信号は受信確認信号を含み、前記第２信号は受信確認信号を含むことを特徴と
する請求項１９に記載の転送装置。
【請求項２１】
　前記第１信号転送は、周期的なデータパケット受信に応答することを特徴とする請求項
１９に記載の転送装置。
【請求項２２】
　前記第２信号転送は、スケジューリング割り当てと関連した動的データパケット受信に
応答することを特徴とする請求項１９に記載の転送装置。
【請求項２３】
　第１のユーザ装置（ＵＥ）と第２のＵＥとを含む通信システムにおける少なくとも２つ
の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ）に亘って周期信号を転送する方法であって、
　前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで前記第１のＵＥにより第
１リソースを用いて周期信号を転送するステップと、
　前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第２のＴＴＩで前記第１のＵＥにより前
記周期信号を再転送するステップと、
　１ＴＴＩに亘って前記第２のＵＥにより第２信号を転送するステップと、
を含むことを特徴とする周期信号転送方法。
【請求項２４】
　前記周期信号は、受信確認信号であることを特徴とする請求項２３に記載の周期信号転
送方法。
【請求項２５】
　前記受信確認信号は、周期的なデータパケット受信に応答することを特徴とする請求項
２４に記載の周期信号転送方法。
【請求項２６】
　第１のユーザ装置（ＵＥ）と第２のＵＥとを含む通信システムにおける少なくとも２つ
の連続的な転送時間間隔（ＴＴＩ）に亘って信号を転送する方法であって、
　前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで第１リソースを用いて第
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１信号を転送し、前記第１信号転送が周期的な場合に前記少なくとも２つの連続的なＴＴ
Ｉのうち、第２のＴＴＩで第１リソースを用いて前記第１信号を転送するステップと、
　前記少なくとも２つの連続的なＴＴＩのうち、第１のＴＴＩで前記第１リソースを用い
て前記第１信号を転送し、前記第１信号転送が非周期的な場合に前記少なくとも２つの連
続的なＴＴＩのうち、第２のＴＴＩで第２リソースを用いて前記第１信号を転送するステ
ップと、
を含むことを特徴とする信号転送方法。
【請求項２７】
　前記第１信号は、受信確認信号であることを特徴とする請求項２６に記載の信号転送方
法。
【請求項２８】
　前記周期的な信号転送は、周期的なデータパケット受信に応答することを特徴とする請
求項２６に記載の信号転送方法。
【請求項２９】
　前記非周期的な信号転送は、スケジューリング割り当てと関連した動的データパケット
受信に応答することを特徴とする請求項２６に記載の信号転送方法。
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